
修 士 課 程 科 目(R02) 授 業 形 態 講義 

先端ﾊﾞｲｵ：選択必修２単位 

高度ﾒﾃﾞｨｶﾙ：自由２単位 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ医科学：選択必修２単位 

科 目 名 英語で学ぶ生命科学 
ナンバリング 

コード 

先端ﾊﾞｲｵ：GMDMFB１００９ 

高度ﾒﾃﾞｨｶﾙ：GMDMAM１０１２ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ医科学：GMDMGM１００９ 

テ ー マ 英語で生命科学を理解する 

開 講 時 期 １年前期 木曜６限 

授 業 場 所 桜ヶ丘共通教育棟 504講義室 

担 当 教 員 草野 秀一 

Ｇ Ｉ Ｏ  生命科学及び生命科学研究手法の基礎を英語で学ぶ。 

Ｓ Ｂ Ｏ 

1 

2 

3 

英語で書かれた参考書を理解することができる。 

英語で書かれた総説を理解することができる。 

英語で書かれた実験書の手順及びその背景を理解し、再現することができる。 

授 業 内 容 （ ９０分 × １５回 ） 担 当 者 

１ 英語で書かれた画像加工のガイドラインを読むことで研究倫理について学ぶ（１） 草野 秀一 

２ 同上（２） 草野 秀一 

３ 英語で書かれた生命科学に関する教科書を読むことで生命科学英語に慣れる（１） 草野 秀一 

４ 同上（２） 草野 秀一 

５ 同上（３） 草野 秀一 

６ 同上（４） 草野 秀一 

７ 同上（５） 草野 秀一 

８ 英語で書かれた実験書を用いて試薬の調製法を学ぶ 草野 秀一 

９ 英語で書かれた実験書を用いてＤＮＡ・ＲＮＡの取り扱いを学ぶ（１） 草野 秀一 

１０ 英語で書かれた実験書を用いてＤＮＡ・ＲＮＡの取り扱いを学ぶ（２） 草野 秀一 

１１ 英語で書かれた実験書を用いてＤＮＡ・ＲＮＡの取り扱いを学ぶ（３） 草野 秀一 

１２ 英語で書かれた実験書を用いてＰＣＲ実験の原理及び操作法を学ぶ（１） 草野 秀一 

１３ 英語で書かれた実験書を用いてＰＣＲ実験の原理及び操作法を学ぶ（２） 草野 秀一 

１４ 英語で書かれた実験書を用いてタンパク質の取り扱いを学ぶ（１） 草野 秀一 

１５ 英語で書かれた実験書を用いてタンパク質の取り扱いを学ぶ（２） 草野 秀一 

教科書・参考書 特に指定しない 

評 価 基 準 

および方法 
出席状況（80％）、授業への積極的な参加（20%）による 

アクティブ・ 

ラーニング 

方法：実習 

回数：１５回中１回 

時間外対応 

オフィスアワー  

メール・ＨＰ skusano@m2.kufm.kagoshima-u.ac.jp 

授 業 後  

そ の 他 
生命科学の共通語は英語であり、信頼できる実験書のほとんどが英語で書かれてい

ます。本講義では、英語で書かれた実験書を自由に活用できるようになることに重



点をおきたいと考えています。本講義は、博士課程学生と一緒に受講していただき

ます。尚、講義は英語の参考資料を用い、英語を使って行います。 

 


